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平成１８年６月２２日 

筑  波  大  学 

 

 

当面の行事予定            

 

 

 

 

○ 超並列クラスタシミュレータ“PACS-CS”に関する記者説明会及び見学会の開催に

ついて（別途連絡済） 

・ 日本において開発された高性能計算機としては、“地球シュミレータ”に次ぐ演算性

能及びベンチマーク性能を誇り、これまで謎とされてきた素粒子の性質等の解明に向け

て大きな進歩が期待される計算機の説明と見学会を開催します。 

 

日 時：平成１８年６月２７日（火）16:00～17:00 

場 所：筑波大学 計算科学研究センター 

 

問合せ先：計算科学研究センター 

電話：８５３－６４８６ 

 

 

 

 

○ 「素粒子の世界を拓く－湯川秀樹・朝永振一郎生誕百年記念－」特別展示について

（別途連絡済） 

・ 1949 年に日本人で初めてノーベル賞を受賞した湯川秀樹博士と，1965 年にノーベル

物理学賞を受賞した朝永振一郎博士の生誕百年を記念して，「素粒子の世界を拓く－湯

川秀樹・朝永振一郎生誕百年記念－」特別展示がつくばエキスポセンターで開催されて

います。 

 

日 時：平成１８年７月１７日（月） まで 

場 所：つくばエキスポセンター 

 

日 時：平成１８年７月２４日（月）～８月３１日（木） 

場 所：筑波大学総合交流会館 

 

問合せ先：総務・企画部広報課 

電話：８５３－２０４０ 
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○ 「受験生のための筑波大学説明会」の開催について（会見事項） 

・ 平成１９（2007）年度の学群改組について充分な説明を行うため、また、参加の増加

に対応するため昨年と同様に３日間の開催となります。 

  改組後の学群・学類及び教育課程の説明、ミニ講義、入学試験・学生生活・卒業後の

進路等の説明、在学生の体験談、紹介ビデオの上映、施設・研究室の見学等々を予定し

ています。 

 

日 時：平成１８年７月２６日（水）～２８（金）  

場 所：筑波大学大学会館 他 学内の各施設 

 

問合せ先：学務部入試課 

電話：８５３－２２２０ 

 

 

 

○ 「夏休み自由研究お助け隊 2006」について 

・ 社会貢献の一環としてつくば市内及び近隣の中学生を対象に本学の技術職員がこれま

でに蓄積した技術を用いて、夏休みの自由研究についてアドバイスします。 

 

日 時：平成１８年７月２９日（土）３０日（日）  

場 所：筑波大学総合研究棟Ｂ １階講義室 

 

問合せ先：夏休み自由研究お助け隊実行委員会 

電話：８５３－５０１２ 

 

 

 

○ 公開講演会の開催について 

・ タシケント国立東洋学大学・筑波大学 中央アジア国際連携センター（仮称）の創設

に向けて公開講演会を開催いたします。本講演会は、2006 年 6 月 5 日第 2 回外相会談「中

央アジア+日本」対話行動計画を踏まえて、中央アジアの高等教育機関との連携の在り

方を話題とします。 

 

日 時：平成１８年７月６日（木）  

場 所：筑波大学文科系修士棟 ８Ａ４０９ 

講演者：イブラギモヴァ・マリカ 氏 

    （ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ共和国ﾀｼｹﾝﾄ国立東洋学大学日本語講座長） 

 

問合せ先：大学院地域研究研究科 

電話：８５３－２７７１ 
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○ ２００６東西インカレバレーボール男子王座決定戦ｉｎつくば 

      － 繋ぎの真髄 さらなる深化へ  

・ 昨年までの４チームから、倍の８チームによるトーナメント戦の実施によるバレーボ

ールの普及・競技力向上のみならず、産学官民による創造力、人間力の向上などを目指

し、繋ぎの真髄を深化させた大会を開催します。 

 

 

日 時：平成１８年８月１８日（金）～２０日（日） 

場 所：つくばカピオ 他 

 

問合せ先：2006 東西インカレ実行委員会 

電話：８５３－２７６３ 

 

 



公公開開講講演演会会  
  

タタシシケケンントト国国立立東東洋洋学学大大学学・・筑筑波波大大学学  

中中央央アアジジアア国国際際連連携携セセンンタターー（（仮仮称称））のの創創設設にに向向けけてて  

――2006年6月5日第２回外相会談「中央アジア＋日本」対話の行動計画 

を踏まえた戦略構想―― 

  

講師：イブラギモヴァ・マリカ先生 

（ウズベキスタン共和国タシケント国立東洋学大学日本語講座長） 

 

日時：7月6日（木）16：30―18：00  

場所：文科系修士棟8A409 

 

内容： 

 

１． 筑波大学との協力関係の軌跡と「行動計画」 

２． 中央アジア国際連携センターとの機能と戦略 

３． タシケント国立東洋学大学における日本語教育 

４． 筑波大学との協力・連携による研究者育成システムの構築 

５． 中央アジア諸国に向けての遠隔教育の期待 

 

備考：当該テーマに関心のある大学院生，学類生，教官等のご来聴を歓迎いたします。 

 

主催：筑波大学大学院地域研究研究科 

世話人：西村 よしみ(人文社会科学研究科,内線2771) 










